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要 旨: 1959年春，長野県木曽谷に Coleosρorium ρhellodendri KOM. によるアカマツ葉さび病が約 31ha

にわたって大発生したのであるが、とれは本菌の中間寄主キハダを製薬原料として林内 lζ成立させたためで

あった。被害木は全般的に生育不良で枯死木も許可土生じた。被害発生地における木菌小生子の感染距離は風

下で約 200m であった。また本菌の小生子はアカマツ侵入感染後、精子器、鏡子のうを 1 年後!こ生ずる場合

と 2 年後lζ生ずる場合のあるととが野外観察と接種試験!とよって確かめられた。

本病防除のため中間省主キハダを切除焼却した結巣、その後葉さび病の被害は全く認められなくなった。

キハダからマツへの伝染問以前!とキハダを切除することは、本病の防除法として有効だと考えられる。

はじめに

キハタe類を中間寄主とするアカマツの葉さぴ病菌は， 草野俊助が 1895 年東京大学植物園で採集した標

本!(基づき， DIETEL3) が 1901 年に命名発表した Coleosρorium phellodelldri DIETEL とされていたが，

w. L. KOMAROV~H>が 1899 年中国(満州)で採集した資料によって発表した Coleosporium ρhellodendri

KOMAROV と同一菌である乙とが判明したため，現在は先命権により KOMAROV による学名が用いられてい

るω。そしてこの菌は，日本〈北海道28)，本州ベ四医111>，九州 12))，韓国18) および中国(満州4つだけに

分布する東亜特産種とされている。

近年わが国各地において，各種マツ属の幼齢造林木lζ各種の葉さぴ病の被害発生報告が数多くなされて

いるが1>16>110)，本菌がアカマツピ大きな被害をあたえたという報告はなかった。と乙ろが 1959年木曽地方

のヒノキ地帯にアカマツの大面積造林が行なわれ，同時にと乙に自生するキハダを残して製薬原料として

利用しようとしたところ，本菌による葉さび病の被害が大面積にわたって発生した。本病病原菌の分類学

的記述は少なくないが8】心15) 1l)]jl>1S)16)19)21>2SH14)，疾ぺいとしての報告ははなはだ乏しい。それで筆者は木曽

谷における大被害の発見以来，その被害状況，病徴，標徴，生活史などについて調査研究を行ない，結果

の一部はすでに報告ずみであるが6ト10> ， ζ こではその後得られた知見をも加えて一括報告する。

との調査研究を実施するにあたっては，林業試験場保護部長伊藤一雄博士，同樹病研究室長小林享夫博

士をはじめとする多くの方々にど指導とど協力をいただいた。本報文を草するにあたり，乙乙!と改めて関

係各位に対し厚くお礼申しあげる。

1972年 3 月 15 日受理

(1) 木曽分場
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1. 被害の発見経過

王滝村では古くから，キノ、ダの乾燥表皮に合まれるべルペリン (C2oH190S) をもとにした健胃整腸斉'1

"百草"が製造されてきた。そして，乙の薬は 1952 年日本薬局法でオオパクエキスとして正式認可される

と急辿に需要がのびて，王滝村および近村の 3 会社あわせて壬f-1: 'rl 1 億円近くの売上げをしめす産業に発展

した。しかし，生産量の:WI加にともない原料キ/、ダはしだい!こ不足しはじめ， 1956年乙ろからは年間必要

乾操皮約 70， 0∞kg のうち地元では約1，OOOkg (拘 1 %)程度しか供給できない状態とな勺だっそれで.

この対策として村当局ならびに地元関係者は，王滝村付近でできる限りキ/、.ダを確保するため，雑木林 111

およびヒノキ3 カラマツ，アカマツ造，休地中 ~r I~ 生するキノ\夕食はすべて保護育成する方針をたて，村民も

すべてこの方針に従ったの同村鱒沢地籍lとも乙の方針にもとづいたアカマツ造林地が約 50ha つくられた

が， 1959年 5 月中旬，乙の造林地中lζ後述するところの C.ρhellodendri による葉さび病が大面積に発生

している乙とが発見された。

2. 被害概況

(1) 被害地の環境

元来，木曽郡王滝村の御岳山麓iと広がる高原地帯は採草地として利用されてきたが. 1957.~61年の 5 か

年におよそヒノキ 30%，サワラ 10~弘カラマツ30%，アカマツ 30郊の比率で約 1 ， 000ha に及ぶi主体が進

められた 3 葉さぴ病の発生した樽沢地籍のアカマツ造林地もこの一部であるが，ここには以前からかなり

の放のキノサゆが自生していたという。乙の被害地最下部の眼前は約1， 300m, 最・上部約 1 ， 450m ， 南むき

10"-'25度の傾斜で土壌は御岳山火山灰を主体とする黒色土壊である。長野営林局管内気象観測統計書18) ;ζ
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よれば，付近の王滝村田島における 1958 年の年間平均気温 9 ~C，年1m降水量約 2， 500mm で，降水量は

かなり多いが， 1958 年から 1959 年春にかけて特に平年とかわった気象は認められていない。

(2) 被害面積

乙のアカマツ葉さこ向者の被害発生而杭は約 31ha であったっ このうち，被害が顕著で葉の色が赤褐変し

ている激害地は約 3.5ha，全体としては葉色に変化はみられないが部分的激害地法約 2.5ha，限仰木が点

々と認められる微害地は約 25ha という状態であった (Fig.1 )ヴ

(3) 被害状況

j虫害地約 3.5ha の中から 1959 :ド秋に枯死木が数本発ことし枯死しなかったものも 1960 年訴の調査時

には，無被害の付近間齢木にくらべると，成長ははなはだ不良であった。そして部分的滋答地，徴害地に

おいても，催病木の或長は健全.+:より 1J>なり不良であ「た 3 また被告は 4-----5 年生造林木にはなはだし

く，当年度植栽木および 2"""'" 3 iド!J_:..iíi林水!こは ]1珪微であったc さらに， 乙の被害地を翌年の 1960 年 5 月

に調査したと乙ろ，前年の i故山地区付近のアカマツの 1.1' :こ，前年生針葉は全く侵されないで，前々年生針

葉だ:すに，さび胞子が形成されている被害木卜数本が発見された。

1959年 5 月発見当時の被害木立，すべて lìíj年生針葉が長されていたととから考えて，この葉さび病菌は

アカマツに侵入して、翌年発病する場合と，なお 1 年潜伏して 2 年後に発病する 2 とおりの場合のあるこ

とが推測された。

(4) 中間寄主キハダの分布と被害状況

1959 :1三 5 月に鷲見された葉さ;_:;'{~内の病状は一見して Coleosþorittm asterutl'l (DIET.) SYD. によるもの

と似ていたが，被害林内のキク科刷物」てには夏胞子が認められなかった。そこで，本葉さび病閣の鑑定を

闘った伊藤↑専土か与の示唆にしたがい，同;下 7 尽上旬に再度調査したと乙ろ，林内および付近のキJ、ダ葉

上におこf. ただし~.)夏胞子の形成を確認し，同博士の指摘のとおり Coleosρorium ρhellodendri KOM. によ

る葉さび病にほぼ間違いないことがわかった。そこで，中間寄主であるキハダの分布と被害のでかたにつ

いて調査したところ， i註害地および部分的i数寄地のm側には多数の大小のキノ、ダが散在し，被害はとの東

側にひどく発生していることが判|リl した (Fig. 1 )っ

Fig. 1 に示されるようにここには刷出 15m 以上の大木が 4 本，品、Ji['{j 0.3,,-, 3 m 程度のものが約 40本，

総汁では約 50 ;本近いキ〆、ダがある c この陣沢地籍iま~T:îが符になっていてここには幅 5m ほどの1本道と幅

lOmlまどの JII か宵東HIÔJへ流れているが，主風は御岳おろしの西風である c この思によってキハダの集団

自生地の東側!こキノ、ダ擢病葉がa'f{ l~t して越ち，さらにこの葉上の病原菌(小生子)が東側のアカマツ葉上

に飛散して大被害をもたらしたものと悦定され，主風前IÆに大きなキハダが多数とり残されたことが，今

回の被害を大きくした原因のーっと考えられる c

(5) キハダの室の色と葉さぴ病の発生程度

被害池内のキノ、ダには茎が白色のものと亦色のものの 2 極繍があって，前者の葉表iこはおびただしい夏

胞子冬胞子が形成されて黄変し，早期落葉の上軟化腐敗するものが多かったが，後者のそれは夏胞子およ

び冬胞子の形成は比較的少なく， _ljl.JUJ落葉も比較的少なかった。このように催病程度!こ相退の生ずる理由

は明らかでないが，後者が擢病程度が少なくても，感染源となる小生子の形成期間は前者よりかなり長く

なるので，結局乙の両者は中!日J 1!r-~t.としては同一視してよいであろうつなお，茎の色は分対i学的:とは問題

にならず，いずれもオオバノネノ、ダ (Phellodendron amurellse RUPR , v. jflcρonicum 01lWI) と同定され
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Tこ事。

(6) 小生子によるキハダからマツへの感染距離

平塚16)は Coleosρorium 同の小生子感染最長距離は 30.......__40m であろうと推定し， また佐保22)は樹高約

8mのヒロハノキハダからの C.ρhellodendri 小生子の感染最長距離は 120m であったと報告している。

今回の被害地では風上:乙キノ、ダ恨病木が多数存在した関係からか， 約 200m の風下のアカマツにもかな

りの擢病木が認められた。 したがって， 中間寄主が主風前面に多数存在し， しかも主風がかなり強い時

は， C.ρhellodendri の小生子感染距離は両氏らの報告よりかなり長くなるものと思われる (Fig. 1 )。

3. 病徴，標徴

(1) アカマツ上の病徴，標徴

11月 .-_.12 月アカマツ葉上lζ大きさ O.5.-_.1. 0mm のろう褐色の小黒点すなわち病原菌の精子器が生じ，

乙れは越冬後 4 月上旬に成熟するコ 4 月下旬'"'"'5 月上旬，長さ O. 5.......__ 4 mm，幅 1"'2 mm , t:.円形もし

くは長だ円形，黄白色の隆起が葉の基部から先端ピ及ぶほ;ま全面!と現われ，同時に葉の表面には黄褐色の

小さな斑点が散生する (Plate 1, A"'C)。そして，黄白色に隆起した鏡子のう (Plate 1, D) でつつむ薄

紙状の践は， やがてさけて内部から鋳胞子がおびただしく飛散するようになるくPlate 1, E)" この時期

に擢病葉にふれると，手や衣類は無数の鏡胞子によって黄色く汚染される。被害をうけた葉は鏡子のうが

形成されるころにはやや黄褐色を呈し，胞子が飛散し終わるとしだいに生気を失い，徐々に灰白色に変じ

てやがて枯死するが，乙の枯葉は直ちに脱葉することなくその後しばらく技に付着している。なお本病の

被害の現われかたは一様でないが，侵されたアカマツは生育が著しく衰え，被害のはなはだしい場合には

枯死する c

(2) キハダ上の病徴，標徴

オオパノキハダには茎の白いものと赤いものの 2 種類があり，その発病程度にはかなりはっきりした差

異が認められた (Plate 2 , C)。すなわち感受性が高いと思われる茎の白い樹ではその葉が本病に侵され

て夏胞子の目だつようになるのは， 6 月下旬........7 月中旬で，罷病葉の表面は黄色味をまし，裏面に黄白色

の徴細な夏胞子堆がおびただしく認められ (Plate 2 , D)，ときに黄色の病斑を生ずる。そして，発病程度

の著しいものから落葉が始まる。さらに 8 月下旬になると，葉の表面は黒褐色，誕函はやや赤味をおこJ，

9 月中旬には多数の黄赤色の冬胞子が混生しはじめ，撞黄色の小生子の形成も認められる (Plate 2 , E) 。

乙のような惟病樹は健全木に比し約 1 か月早く落葉する。茎の赤いものでは夏胞子，冬胞子の形成がかな

り少ない上，変色の程度は軽く，終始緑色がつよく落葉時期も前者ほど早くない。

4. 病原菌

本菌の精子器は葉の外国に散在，長さ 0.4..........1. 0 mm, I揺 O. 4----{). 5 m m，高さ 75.-_.125μ ，ろう褐色，

精子Jまだ円形，平滑，無色，大きさ 3---..5X3ι 鏡子のうは葉の両面iと列をなし，長さ O.5"'40mm，幅

O.5.-_.2.5 mm，黄色の擬謹膜は 32.......52X 18--.....32μ ， い lまのある細胞よりなり， 細胞外壁はかなり厚く大

きさ 13.-_.16μ，内壁 3........4μ。鋳胞子は亜球形，広だ円形まれに長だ円形，高さ 1μ のいぽを密生し， 30-----

本造林部草下正夫技官の同定をいただいた。記して謝意を表する。
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Table 1. アカマツ葉さぴ病菌 Coleosporium Phellodendri KOMAROV の各胞子の測定値

Dimensions of aecidiospore, uredospore, teleutospore and 
sporidium of Coleosporium ρhellodendri KOMAROV (μ〉

研 Au究thor 者 鋳Aecid胞iospor子e 夏Ured胞ospore子 冬Te 胞子 小Spor生id 子leutospore lum 

KO:MAROV 2ω 
18-----24X26.......31 22.--...35 X 60"-'110 

(1899) 

SACCARDO 19) 
1 7.-...-26X24......._30 22"-'35X60.........11O 

(1902) 

伊藤 5(.1938)53 
lTo 

22......._32 X 32........40 I 1 9......_, 27 X 20......._30 18 ,,-,30X 60"-'110 

浜 (H1A9M62A)ω 20----33 X 30"-'40 13-----18 X25......._28 18.........25X70"-'100 15"'-'18X20,,-,25 

佐保 S(1A9H6O2)21> 18.........30X60.........110 
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Fig.2 アカマツ葉さび病菌 Coleosporium phellodendri KOMAROV. 
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40X20.......33μ，肢の厚さ 3"-'5μc 夏胞子堆ば葉の裏に散生黄色い病理を生じ1~2mmの円形。夏胞子は球

形，だ円形大いぼを粗生し13"-'18X25"-'28μ，膜は無色厚さ 2"-'3μ。冬胞子堆は葉裏に群生し小円形，径

O. 2""""0. 6mm，淡撞黄色。冬胞子ば円柱状槙埠型，頭部円形でとの厚さ 10.......20μ ，基部多くほ円形，大き

さ 70"-'10QX 18""""25μ3 小生子はだ円形，膜は無色，厚さ 1μ 内外，内容樫黄色で大きさ 15"-'18 X 20""""25μc 

Table 1 にはし、ままでに報告された Coleosρorium ρhellodendri KOMAROV の測定値を示すが，筆者の測

定値はとれらの値とほぼ一致する (Plate I , D.......E; 2, D"-'E; 3, A ,,-,D; Fig.2, 1"-'6; Tablel)c 

5. 病原菌の 2， 3 の生理的性質

(1 ) 鏡胞子の発芽に及ぼす温度の影響

!怪滴培養による鋳胞子の発芽と温度との関係を示せば Table 2 のとおりで， ある泊四内の温度条件下

では，適湿が与えられれば短時間で発芽孔から発芽管を伸長し， 最適耐度は 15.......25 cC，とくに 15 CC 付­

jfÏで発芽率が最高でかつ発芽管の伸長も最もよかった (Table 2 )っ

(2) 鏡胞子の発芽管の伸長速度

蒸留水および水道水中における 25 0C での鋳胞子の発芽状況はつぎのとおりである (Table 3 ).:>まず

Table 2. 鏡胞子の発芽と j温度との関係、

Effects of temperatures on germination of 

aecidiospores of C. �hellodendri (after 30 hours) 

温 度|発芽率|最大発芽管長
Temeratures|Germinat10n|Largest length 
Y I  percentage I of germ-tube 

。 C I %1μ 

5 12 1 20 

15 I 47 I 400 

25 I 30 I 310 

30 I 0 I 0 

Table 3. 鋳胞子の発芽管の伸長速度

Length of germ-tubes of aecidiospores 

in Coleos�orium Phellodendri related to 

time passed, at 250C 

| 発芽管の長さ(..'1
時 間日 Length of gem-ube Time passed I ~ LJ,-;;:s ..a ~I~ f 

|蒸留水|水道水
(k.> 1Distilledwater|Tap water 

I 。 。

2 。 。

3 。 。

4 。 。

5 。 。

6 。 。

1 。 。

8 。 。

:2 20 30 
16 80 50 

24 200 95 
30 220 130 
48 280 332 
60 620 700 

σグ

f戸==三フ

〆Ou

1. 12時間後 (after 12 hours) 

2. 161時間後 (after 16 hours) 

3. 24時間後 (after 24 hours) 

4. 48時閣後 (after 48 hours) 

Fig.3 アカマツ葉さび病 ColeosþoriU11'l

ρhellodendri KOM. 鋳胞子の発芽

(250C) 

Germination of aecidiospores 

of Coleoゆorium phellodendri 

Ko!o{. kept at 250C. 
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Table 5. 鋳 IJ包子の生存力Table 4. 鋳胞子の発芽'Î:'Jの伸 i長速度

Germination of aecidiospore of 

C.ρhellodendri at 8796 relative 

humidity and 250C 

Longevity of aecidiospore of C.ρhellodendri 

時閣
Time passed 

L区♀

2 
3 
6 

12 
24 
48 
60 

発芽管の長さい〉
Length of germ-tube 

。

。

15 
56 

183 
201 
22~ 

720 

~保P存lac場es所 屋lndoor 内
経過Da日v\s数<It kept 2T.5e~m2p8. 3C 

ys R.H.* 
;;~~;d . ~ 60,-....70 t?6 

0 日 (V-30 '62) : 47 ,% 
30 (VII-1 '62) ‘.~ ‘ 

60 (四一 1 '62) 3 

90 (1X-1 '62) 。

100 CX -1 '62) 。

120 (沼一 1 '62) 。

キ R.H.・..…関係盟皮 Relative humidity. 

屋Out door 外
0T.4e~m3p5. 2C 

R.H. 50------60,% 

4 町7 q6 ・' 

1.5 

0.5 

。

。

。

10時間後発芽孔から r卜突起を生じ， しだいに仲びて約 12 時間後には 20J.L 11Í} 後ω長さになる。 16 時間後に

は急速にのびはじめ菌糸は分伎を生じ発芽管長約100μ前後となり，イiドびた菌糸には鋳II包子IIJの黄色い果

粒の移行している状態がみられた( 241l寺|間後には菌糸はさらにのびてが-1200μIjíj f去に達したが，黄色い果杭

は 1∞μ前後から先にはしだいに少なくなって無色の議糸となっていたっ 48時fI \Fをには菌糸は約 300μ 前後

になり，ますます分岐がふえ， 60時lI~d í査にはこの長さは600向日後とな勺て，多数lζ分岐した菌糸!ま無色の

ものばかりとなった (Fig.3) 。乙の実験の結果では，水道水でも蒸留水でも発w率および兎芽管の(中長経

過にはさしたる相注はみづれなかった η

次lζ，染色ピン (5 枚立)の中!こ KCl の飽和溶液をいれ，空中湿度を 87婦に規正した場合には，懸詰i

培養 lとくらべて発芽の開始時間が著しく早まり， 311.'j:1 HJ後にはすでに 15 ".., 1211寺間後に 180μ， 24 時間後

に200μ， 48 時間後!と 220.μ， 60 時間後には 720μ を記録した (Table4 )。

以上 2 つの試験結果，本閣の鍔胞子!ま水中においた場合よりも，空1"1]湿度87%の部屋においた場合の')j

が速く発芽することが明らかになった υ

(3) 鋳胞子の生存力

他の葉さび病菌の鋳胞子の生存力!こ関しては，従来いくつか実験結呆の報告がみられるが11> 1.';) ， C. 

phellodendri についての報告はまだみあたらないので筆者は次のような実験をけな勺たり 1962年 5 月 30 日

に，アカマツ葉上に形成された誘胞子を直篠 1 cm，長さ 3cmのガラス管に約10白金耳量採集し，これに

棉栓を施しさらに径 4cm，長さ 7cmのガラス小3ん!ごいれ，下に綿をおいてびんが動かないようにした

うえ，乙れを直射日光の全くあたらない屋内1:1 1怠と屋外の日光の直射する場所におき， 1 か月ごとに誘胞

子の発芽を!琵滴培養法で調べたc 実験者手時lと47%の発芽率を示した鋳胞子!ま!皇内，屋外いずれの場合も

30日後には急速に発芽率は低下し， 60日目でほさらに低くなり， 90 日後には全く発芳三力を失ったうなお，

屋内の日陰!とおいた場合のほうが、陽光の貰射する屋外においた場合より，わずかに発茅率は刊かった

(Table 5) 。

6. 接種試験

ヌド菌の病原t'l::を確かめるため，アカマツおよ♂キノクっとそれぞれ次の接睦試験を行なった c

( 1 ) アカマツへの接種試験
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実験-1

a) 実験方法

1959年 8 月 28 日オオパノキハダ罷病葉を採集し，冬胞子，小!とド.子の形成を確認してから，ワラを半分ほ

どいれたミカン箱の中に50枚いれ，鉢!ξ植えたアカマツ 4 年生 2 本の下において自然状態に保ったっ比較

対照木 2 木は，擢病葉のかわりに健全葉をもちいたほかは接種木と同様の処理をした。

b) 結果

接種105 日後の1959年12月 10 日に粕子器の形成を認め，さらに229 ヨ後の翌1960年 4 月 10 日に鋳胞子の形

成を確認したコなお精子器は形成後約90 日の 1960年 3 月 10 ~l に消火し，競胞子はほぼ60日後の 6 月 10 日に

飛散して認められなくなった。

なお，比較対照木には全く発病が認められなかった内

実験ー 2

a) 実験方法

1968 年 9 月 15 日木問分場柿内にあるオオパノキノ、ダ上に C.ρhellodeJldri の小生子形成を顕微鏡で確か

めてから，アカマツ 3 年生鉢植苗木 6 本を殺菌水でよく ~)tい，この葉に催病葉を 2 枚ずつまきつけ，ひも

でしばり，殺菌水をふきつけたピニール袋でおおい 25ニC に 24 時|品j おき. このあとピニール温室中に入

れたc 比較対照木の 4 本は催病葉のかわりに，憧全葉をもちいたほかすべて接部木と同じ処置をおζ なっ

た c なお接種したキノ、ダの寵病葉および比較対照木の健全集は 9 月 19 けにとり除いた。

b) 結果

接種60 日後の 1968年 11月 15 日に若い精子器の出現が認められ，翌年 4 月にはこれが成熟して褐色となり

精子も認められた。 1969年は精子器はこのままで越年し，接種翌々年の 1970年 3 月上旬に消失したコそし

て鏡子のうが出現したのは接種 562 日後の1970年 5 月 11 日であったc その後 6 月下旬まで鋳胞子の飛散が

認められた。接種ピよって得られた鋳胞子をヒロハノキハダへ1970年 5 尽 20日に接種し， 10 日後の 8 月 30

ヨに夏胞子が葉裏にI-n現するのを確認したc

なお，比較対照木には全く発病が認められなかったコ

(2) キハダへの接種試験

実験-3

a) 実験方法

王滝村樽沢の被害地で採集した C. þhellodendri の誘胞子を1960年 6 n 1 日蒸留水にといてから，鉢値
したオオパノキハダ 3 年生 2 本の葉梨へ算:で塗布したじピニー Jレ袋でおおって 20~C に 24f時間保ったあと

ビニール袋をはずして屋外においたc 比較対照木の 2 本には蒸留水で接極木と同じ処理をおこなった。

b) 結果

接種 8 日後の 6 月 8 日に夏胞子の先生を確認し，さらにこれから82 日後の 9)J 1 日に冬胞子の発生を認

めた。

比較対照木には発病は認められなかったじ

実験-4

a) 実験方法

1968年 6 月 3 日，北海道山部町東京大学北海道演習林内のアカマツ幼齢林で採集された C.ρhellodendri



長野県木曽谷に発生〕たアカマツ葉さぴ病(浜) - 9 ー

による被害葉の鋳胞子を用いて，鉢植えのオオバノキノ、ダ 3 年生 2 本の葉巣へ 6 月 11 日に実験ー 3 と同じ

方法で接種した。比較対照木の 2 本には擢病葉のかわりに健全葉をもちいたほかは，すべて接種木と同じ

処慣をおこなった。

め結果

接種14日後の 6 月 25A'ζ夏胞子の発生を確認し，さらにこれから60日後の 8 月 25 日!こ冬胞子の発生を確

認した 3

比較対照木には発病は認められなかったっ

7. 本菌の生活史

本薗は精子世代( 0)，鋳胞子世代( 1 )をアカマツ針葉上で，夏胞子世代( n)，冬胞子世代(皿)，小

生子世代 (IV) をキハダ葉上ですごすものであるが，野外観察および接種試験によれば次のとおりこの蘭

は 1 年間で生活史を完了する場合と， 2 年間要する場合があることが明らかにされた勺

(1 ) 出舌史を 1 年で完了する場合

精子器は秋おそくアカマツ針葉上!と現われ，翌年 3 見上旬乙ろ完熟する。この後同一針葉上に 4 月上旬

とろ鏡子のうが現われ，話胞子は 6 月上旬ころまで飛散がみられるのキノ、ダ葉上へ飛来した鋳胞子によっ

て生ずる夏胞子堆，夏胞子!ま 6 月 l二句から l 1) J 上旬の落葉期乙ろまで認められ，小生子は 8 月中旬から 10

月上旬乙ろまで形成されたてl

(2) 生活史を 2 年で完了する場合

前と同じく秋おそくアカマツ針葉上に現われた椅子器は，越年後も成熟することなくそのままの状態を

続け，さらに今一度越年後の 3 月上旬ころ完熟する。そして同じ針葉上に 5 月上旬乙ろ鋳子のうが現われ

るが，その後の生活史は 1 年の生活史をもつものの場合とほぼ同様であるり

8. 中間寄主の切除による本病の防除

平塚16)は日本に産するマツ類の葉さび病菌は，ハイマツに寄生する Coleosporium ρ illicola (ARTH.) 

JACKSON 以外は， すべて異種寄生性で， 冬胞子寄主はマツ属以外の楠物であるから，それらの!刻家ヒは￡

れぞれの中間寄主の除去が有効であるとのべている。

本病の場合，冬胞子寄主の除去によって防除効果が得られるかどうかを知る目的で次の処理を行なっ

た。

(1) キハダの切除

キハダの葉裏iζは感染源となる小生子がつくられるから，切除は早ければ早いほどよいはずであるが，

種々の事情からかなりおくれて1959年 8 月 4 日に実行され，被害地約31hal十qC散在する大小のキノ、ダはほ

とんどすべて伐倒された a 大きい木は樹高約 20m，小さいものは 10""""20C111のキノ、ダ数百本が約 1 日で 1

ぼ全部伐倒され，これらは数か所に集めて焼却された。伐倒時のキゎダの葉は黄色l束がかったものが多

く，長面には多数の夏胞子の形成が肉眼で明りように認められた。なおアカマツ IC枯死木のでたi~l~害地付

近約 1 haには， 1959年 9 月 25 日と 10月 12 日:こダイセン本和剤 500 倍液が散布された。

(2) 伐倒処分後の発病状態

伐倒後はとくにキノ、ダの萌芽に注意して観察しつづけたが，盛夏に伐倒したためか，一部にわずか薪芹
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をみとめただけにとどまったd そしてこの繭芽上の葉には夏?包子，冬抱子の形成は全く認められなかっ

たc 乙えて1960年 4 月上旬から 5 月上旬にアカマツを調査したが，激害地付近で前々年葉の侵された(生

活史 2 年の型)十数木の躍病木を見い出した以外，新しいm1.病アカマツば発見されなカ・ったの薬剤!散布を

したところとしないところの相違はとく:こみられなかった s 次!こ 6 月上旬から 7 月上旬にキノ、ダの詔査を

行な勺たが，萌芽はごくわずかで， しかも乙の葉上に夏胞子は全く認め主れなかったコさらに翌1961年 4

月上旬から 8 月中旬にかけて数刊調脊.したが，造林地内!こアカマツ椛病木ば全く;認められず，わずかに萌

芽しているキノ、ダにも夏胞子は全く認められなか円たc

9. 考察

本葉さび病菌の異種容生性は， 平塚(1928)仰によりアカマツ針葉上の語胞子をキ p 、ダへ接種する乙と

によって証明されているが，キノ、ダ|二の小生子にぷるマツへの抜H，iJ_\験は行なわれていない。

筆者 (1962)9】はさきに，アカマツは小生子感染徒の翌年に定病すると報舎したが，その後の調査から，

感染受約 2 年後(こ発病する場合もあることが推測さ lt， 10)，改めてhなった接種試験からはこのことが事実

である乙とが確かめられた η しかしながら，本菌の小生子がアカマツに伝入して発病にいたるまでに，約

1 年後と約 2 年後の 2 つの場合の生ずる理由については， i主 flfili寺 j~J，接;f.TU荷量の多少，気象条件などがあ

げられるが今1 1]の実験の範聞ではこれらのいずれとも判断しみねたの

なお佐保(1963)釦22) も筆者とは全く別に北海道にたいて小伝子接夜実験をhない， アカマツをはじめ

とする数種の二葉松が感染後翠々年に鋸胞子を形成して j~jl)4することを報すしたc また，野外観察で室!if­

発病するものも認められると報告 (1962)20) している c 感染 2 午後!こ発iÎJ，jする場合について両者の報告を

比較してみると，佐保の実験では小生子接種後精子器形成まで 69U ，精子誌形成から鋳胞子形成まで 620

日であり，筆者のそれは精子出形成まで601二|、鏡胞子形成立で 562 R であるコ和子器形成までの期間はほ

ぼ司じとみてよいが，鋲胞子形成でば筆者の実験の場台が58 日短えな勺ている c これはたぶん両地の気象

条件の相違によるものであろう c なお，北海道産と長野県引のアカマツ葉さびj向調が、キノ、ダ葉上で [i司ー

の病徴を示才かどうかを確かめるための実験では ， .nl~首の立胞子と冬胞子の発生lこ若干の相違はみ主れた

ものの最終拘の病状は全く同線であることが確かめられたc なお平塚 (1928)16)，佐保(1963)却はキJ、ダ

に鍔抱子を接種し 10 11 後にUIJ包子の発生をみたと純含しているが，筆:省の 2 厄!の支-裁では 8 日後と 14 日

後であったことから，鋳胞子がキノ、ダ!と侵入して夏抱子を形唆するまでの期間は 1.-.... 2 週間と考えてよか

ろうーまたその後，冬胞子が形成されるまでの報告は江いが，軍者の実験では60""'-'80 1'1 であることが判明

したコ

本葉さこE病璃が 1 年と 2 年の 2 とおりの生活史をもつことは，アカマツにとっては 2 か年にわたって被

害の発生することを~1:J:r!まするから本病の防除上注意を要するわまた本病の生活史は地域!とより差のあるこ

とが予想されるので， 本病 lと関しては発生した各地域において生活史を確かめる必要があろう c なお，

亀井17) :-;1:本病がアカマツの少ない北海道北部においても，キノ、ターにきわめてふつうにみられる病害である

ことから，アカマツの存在を必須とすることに疑義をもっ見解を公表した。筆者も周りにアカマツのみら

れない木曽谷のヒノキ純林中にあるキハダの発病例をしばしば認めて';、るが，この点に関してはポプラ葉

さび病で知られているような(千葉・|凍野町夏胞子越冬によるものであるか， アカマツ針葉上の誘)J包子

の飛散距離ないし範jJl・|がきわめて速くて広いものであるか切らかでないコ
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llJ間寄主キ/、ダを伐値j後， 3 か年間にわたって調査した結果，伐倒明 ;1三度からc. ρhelloden.dri にぶる

アカマツ禁さぴ病ば全く認められなくなったの木病発生の場合，下刈り作業と同時に， 11 1 11司寄主であるキ

ノ、ダの伐倒除去を併馬すれば，いずれの地方においても被害を最小限に止めることができるものと忠わ rt

る。キ r、ダの自生数ば一般に比較的少ない;ことから，さしたる手間はかからずに下刈りに組み込むことが

でき防徐効果をあげられよう c

なお本病!こ(ま. 2 か干にわたる生活史をもつものがあって，被害のでた担平度七同じようにアカマツに

発病の認められる場合があるので，キノ、ダの{支f~IJ ~土 1 年だけでなく，主ur:.胡芽 Lてくるものも今一皮切除

することが必要である c もちろん，この方法でJ問志すべきことは，キハダ.の伐{刊時Jljjであるコ今@のキノ、

ダ!ま 8 月上旬に伐倒された内そして，この時にはまだ冬胞子，小生子が売中していなかったので有効な結

果がえられたものと思われる。マツへの感染源となる小生子の形成!立地域によってかなり走があると忠わ

れるが，効果的な坊漆を行なうには，冬胞子の形成前もしくは発芽前，.::キ/、ダを除去する必要があろう c
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図版説明

Explanation of plates 

Plate 1 

A. アカマツ 2 年生慌病木

Two-year-old seedling of PilluS dellsザlora SIEB. et Zucc. , attacked by Coleos�orium 

ρhellodend，"; KOM. 

B. アカマツ;; (tド生催病木

Ditto, five-year-old tree. 

C. アカマツ針葉上に形成された鋳子のう (x 3) 

Peridermia of C.ρhellodendri formed on needles of Pinus densiflora SIEB. et Zucc. (X 3) 

D. 鏡子のうの拡大 (X15)

Peridermia of C.ρhellodelldri KOM. on Pinus densiflora SlE゚. et Zucc. (X 15) 

E. さぴ胞子飛散後の鏡子のう (X15)

Ditto (X 15) 

Plate 2 

A. 被害地内のオオパノキハダ(壮!~t;.f:)

Phellodendron amllrense RUPR. in the damaged plantation. 

B. 向 上(幼齢木)

Ditto (white ring) 

C. キハダの催病状況

a. 健全(茎赤)， b. 微害(茎赤)， c. 激害(茎白)

Phellodendroll amurense RUPR. attacked by C.ρhellodelldri， a. Healthy b. Slightly .c 

Severely. 

D. キハダ葉上の夏胞子堆

Uredosori of C.ρhellodendri on the leaf of Phellodelldroll amurense RUPR. 

E. キハダ葉上の冬胞子堆

Teleutosori of C.ρhellodendri on the leaf of Phellodendroll amurellse RUPR. 

Plate 3 

A. アカマツ葉さび病 C.ρhelωdendri KOM.の鋳子のう (X60)

A peridermium of C.ρhellodendri (X 60) 

B. 同 上さびIJ包子 (X400)

Aecidiospores of C.ρhellodendri (X 4∞) 

C. 向 上夏胞子 (X400)

Uredospores of C.ρhellodendri (X 400) 

D. 向 上冬胞子 (X150) 

Teleutospores of C.ρhellodendri (X 150) 

E. 向 上小生子 (X600)

Sporidia of C.ρhellodendri (X 600) 



長野県木曽谷に発生したアカマツ葉さび病 (K~)

Needle Rust of Pin.us densiflorαSIEB. et ZUCC. caused by 

Co[eosporium phellodendri KOl¥'lAROV in Kiso Val1ey, Nagano 

Taketo HA:'lA (l) 

Summary 

- 13 ー

1n May, 1959, a remarkable outbreak of a needle rust caused by Coleosþorium ρhellodendri 

KOM. ¥¥Tas found in a young plantation of Japanese red pine, Pinus densザlora 5mB. et Zucc., in 

Kiso Va l1ey, Nagano prefecture, the central part of the main island of Japan. Pine trees grown 

in 6 ha. were severely affectec1. The disease spreacl to the western c1irection from the eastern 

part of the plantation ¥vhere abollt fifty trees of Phellodendron anzurense RUPR. have been mainｭ

tained. 

Aecidiospores ¥vere prodllced 011 one-and t¥'Vo-year-old needles through April to early June. 

They germinate ¥vel1 at 150 to 20 C, and germ-tube bears within 12 hours. Aecidiospores 

infected leaves of Phellodelldron tree and incubation period was recorded as onc to t¥.vo weeks. 

Formation of uredospores on Phellodelld"Oll leaves ¥vas observed through JU11e to November, 

and teleutospores through August to October. Teleutospores germinated and produced sporidia 

during August to mid-October. 

1n the case of sporidium infection, a different incubation period was recorc1ed. 1n the first 

case aecidiospores developecl on one-year-olcl neec11es in the next spring from infection. 1n the 

other case, no symptoms appeared in the next spring and formation of aecidiospore ¥vas observed 

in the second spring on two-year.old neec11es. 

Eradication of Phellodendron trees from the pine stalld was proved to be effective to control 

this rust disease. 

Received March 15, 1972 
(1) Laboratory of Forest Protection, Kiso Sub-branch Station, Government Forest Experiment Station, 

Kiso-fukushima, Nagano Prefecture, ]apan. 
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